
2020 年～いよいよオリンピックイヤーとなりま
した。マラソン競技が開催されることになった北海
道もʠオリンピックʡというʠ大きな渦ʡに巻き込
まれることになりました。無事に成功することをお
祈りしたいと思っています。
さて、2019年 4月より働き方改革関連法が施行

され、大手企業は法令適用となり項目のひとつとし
て時間外労働に上限規制が設けられましたが、
2020年 4月より中小企業も適用となります。
○時間外労働時間の上限
・年間 720時間以内
・月 100時間未満
・複数月平均 80時間以内(休日労働含む)
建設コンサルタント業界では工期が集中する年度

末に、成果品作成に向け時間外労働時間が増えるこ
とが常態化していることも多いのではないでしょう
か。年間 720 時間は、月平均 60 時間なので年度
初めや夏場に時間外労働を抑えることや NO 残業
デー等の活動で抑制することは可能です。しかし、
月平均 80時間を守ることは、これまでの労働環境
を考えるとハードルが高くなりそうです。
では、どのように法令を守るのかということにな

りますが、一般的には、業務効率化だとか ICT、AI
の活用推進によって効率化を図るということになる
でしょう。しかし、実際にはなかなか効率化が図ら
れないのが気になります。建設コンサルタントで働
いている方々は、非常に優秀な人材である一方で、
職人気質の方も多く、自分が納得(自己満足)するま
で仕事をしてしまいがちです。その成果が万人受け
するかというとそうでもなく、自己反省も含めると

無用な作業もあった様に思います。
まず、働き方改革の第一歩は、時間外労働を 1分

でも減らし、趣味に費やす時間や家族との時間を増
やし、残業や休日出勤はしないという意識を持つこ
とから始めましょう(日 30 分削減で月 10 時間削
減、日 1時間削減だと月 20時間も削減)。
また、業務効率化の向け ICT、AI 等は今後どんど

ん進化します。しかし、それを使いこなすのは人で
す。人は「五感」を持っています。視覚、聴覚、嗅覚、
触覚、味覚の「五感」のどこかで違和感を感じとった
ときには「これは何？」「どういうこと？」と疑問を持
つことです。五感だから気のせいだというのではな
く、むしろ頭で考える前に「五感」で拾った違和感が
大切です。
これからは、上から目線のʠ仕事は覚えろʡでは

なく「人」として「技術者」として、この感覚を若手へ
積極的に技術継承し、ICT、AI 技術等も活用し共に
業務効率化を進め、働き方改革へ繋げることが何よ
りも重要です。熟練技術者から若手技術者へ技術が
引き継がれ発展していく魅力ある業界となるため
に、我々が意識を変え若者を呼込み活気ある業界に
する必要があります。
今はものすごく時代の流れが速く、ʠ大きな渦ʡに

巻き込まれ、ハッキリとは先が見通せない時代です。
そうした中で正しく自分を持ちながら進んでいくに
は、「五感」を整えʠ第六感がはたらく技術士ʡを育
てていきたいものです。
皆さん、まずは意識改革から始めましょう！ʠ働

き方改革へ業界がOneTeam となり、意識改革を
進め魅力ある業界を目指しましょう！
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巻・頭・言

働き方改革
～魅力ある業界へ～
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